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佐
井
村
村
民
憲
童

一
、
学

ぶ
意
欲

を
も

ち
、
知

性
と
良
識

の

あ
ふ
れ

る
村

を
つ
く

り
ま

す
。

一
、
健
康

と
安

全
を

心
が
け

、

明

る
く
楽

し

い
村
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労

を
喜

び
、

力
を
合

わ
せ
て

豊

か
な

村
を

つ
く
り

ま
す

。

一
、
自
然

を
守

り
、
人

を
愛

し
、

心
や
さ

し
い

村
を

つ
く
り

ま
す

。

一
、
心
身

と

も
に
健

全
な

子
の
育

つ

暖
か

い
家
庭

と
村

を
つ
く
り
ま
す
。

＝

園

地

整

備

完

成

記

念

＝

第

一

回

か

ん

か

け

ま

つ

り

六
月
二
日
、
下
北
国
定
公
園
・

が
ん
か
け
園
地
整
備
完
成
を
記
念

し
て
、
第
一
回
が
ん
か
け
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
八
百
人
を
超
す
観
光

客
や
村
民
で
に
ぎ
わ
い
、
綱
引
き

大
会

や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
楽
し
い

一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
矢
越
若
者
会

に
よ
る
神
楽
奉
納
に
次
い
で
、
村

長
、
議
長
か
ら
「
野
鳥
が
舞
う
、

自
然
豊
か
な
こ
の
地
を
、
観
光
の

拠
点
と
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
‘つ
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
願
掛
園
地

整
備
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。



五
月
三
十
一
日
、
役
場
村
長
室

で
、
佐
井
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
が
。

「
ア
フ
リ
カ
難
民
へ
愛
の
心
を
」

と
村
内
で
募
金
運
動
を
し
て
集
っ

た
現
金

を
村
長

に
手

渡

し
ま
し

た
。今

回
の
募
金
は
、
同
婦
人
会
が

兼
ね
る
日
赤
奉
仕
団
が
、
今
年
度

県
支
部
か
ら
奉
仕
活
動
の
モ

デ
ル

地
区
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、役

員
会
の
席
上
、
社
会
奉
仕
に
も
目

を
向
け
た
事
業
を
検
討
し
た
と
こ

ろ
、「
ア
フ
リ
カ
難
民
の
救
済
を
村

民
に
呼
び
か
け
て
み
よ
う
」
と
決

ま
っ
た
も
の
で
す
。

さ
っ
そ
く
「
私
た
ち
の
幸
福
の

何
十
分
の
一
か
を
難
民
に
」
と
い

う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
戸
に
配
り
、

農
協
、
漁
協
婦
人
部
の
協
力
を
得

て
募
金
運
動
に
各
家
庭
を
回
っ
た

結
果
、
現
金
六
十
二
万
五
手
九
百

二
十
四
円
、
毛
布
百
三
十
枚
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
善
意
が
、
早
く
ア

フ
リ
カ
に
届
き
、
難
民
が
飢
え
か

ら
救
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

▲募金を手渡す婦人会長

▲大山康晴名人

▼ 講演唾自

五
月
二
十
四
日
、
将
棋
会
の
第

一
人
者
と
し
て
有
名
な
大
山
康
晴

名
人
が
、
こ
の
度
三
沢
市
で
行
わ

れ
た
名
人
戦
の
立
合
人
と
し
て
来

ら
れ
た
つ
い
で
に
、
下
北
を
探
訪

し
た
い
と
の
希
望
か
ら
、
来
村

が

実
現
し
ま
し
た
。

翌
二
十
五
日
、
佐
井
中
学
校
体

育
館
を
会
場
に
講
演
会
が
開
か
れ

将
棋
を
通
じ
て
の
人
生
哲
学
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
佐
井
中
学
校
生
徒

全
員
と
住
民
が
集
り
、「
少
年
時
代

の
思
い
出
」
と
題
し
て
一
時
間
に

わ
た
る
講
演
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

大
山
十
五
世
名
人
は
、「
何
を
や

る
に
し
て
も
、
常
に
姿
勢
を
正
す

心
と
肉
体
の
心
を
正
し
て
打
ち
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

▲記念植樹をする児童・生徒

五
月
二
十
日
、
古
佐
井
山
国
有

林
内
で
、
関
係
者
百
数
十
名
が
集

り
、
８５
国
際
森
林
年
を
記
念
し
て

植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
空
模
様

で
肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
営
林

署
員
の
指
導
で
そ
れ
ぞ
れ
ク
ワ
を

振
る
い
、
ヒ
バ
、
ス
ギ
の
苗
木
を

植
え
て
い
ま
し
た
。

保

育

所

園

児

田

植

に

挑

戦

絶
好
の
農
作
業
日
和
と
な
っ
た

五
月
三
十
日
、
農
協
婦
人
部
（
菊

池
清
子
会
長
）
の
水
田
で
、
保
育

園
児
の
田
植
え
風
景
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

こ
の
日
は
園
児
全
員
が
中
道
地

区
に
あ
る
水
田
ま
で
散
歩
し
て
、

農
協
婦
人
部
の
み
な
さ
ん
の
田
植

え
を
見
学
し
ま
し
た
。

年
長
の
さ
く
ら
組
園
児
た
ち
は
、

婦
人
部
の
お
母
さ
ん
か
ら
苗
を
分

け
て
も
ら
う
と
、
顔
や
手
を
ド
ロ

だ
ら
け
に
し
な
が
ら
も
田
植
え
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

▲田植えに挑戦する園児

１０月１日
五
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
が
や
っ
て
き
ま
す

国
勢
調
査
は
、
大
正
九
年
の
第

一
回
調
査
か
ら
五
年
ご
と
に
実
施

さ
れ
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

行
政
の
た
め
の
重
要
な
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



ウ

ニ

の

移

植

放

流

ウ
ニ
漁
が
五
月
三
十
一
日
を

も
っ
て
、
昨
年
の
水
揚
金
額
を
上

回
る
二
億
八
千
八
百
万
円
と
い
う

結
果
で
終
漁
し
ま
し
た
。

佐
井
村
漁
業
協
同
組
合
で
は
、

毎
年
安
定
し
た
水
揚
を
す
る
た
め

に
漁
民
の
力
で
ウ
ニ
の
移
殖
放
流

を
行
っ
て
い
ま
す
。
沖
合
の
餌
不

足
に
よ
る
身
入
り
の
悪
い
ウ
ニ
を

ウ
ニ
龍
で
採
っ
て
き
て
各
地
区
の

地
先
へ
放
流
し
ま
す
。
こ
う
し
て

餌
の
豊
富
な
場
所
で
育
っ
た
ウ
ニ

が
来
年
へ
の
水
揚
に
つ
な
か
っ
て

い
き
ま
す
。
今
年
も
各
地
先
で
六

月
一
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
り
、

来
年
も
豊
漁
で
あ
る
よ
う
に
と
の

期
待
を
こ
め
て
ウ
ニ
の
移
殖
放
流

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

サ

ケ

の

稚

魚

放

流

漁
業
研
究
会
佐
井
支
部

去
る
六
月
六
日
、
漁
業
研
究
会

佐
井
支
部
の
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ

り
、
大
佐
井
川
ヘ
サ
ヶ
の
稚
魚
が

放
流
さ
れ
ま
し
た
。

漁
業
研
究
会
佐
井
支
部
で
は
、

五
十
八
年
か
ら
サ
ヶ
の
稚
魚
の
採

卵
か
ら
ふ
化
放
流
ま
で
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
五
十
九
年
は
、
初
め

て
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
約
五
千

尾
の
稚
魚
の
放
流
で
し
た
が
、
今

年
は
体
長
約
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

四
鴿

五
？

も
の
佐
井
村
で
生
ま

れ
育
っ
た
稚
魚
を
放
流
す
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
っ
た
小

さ
な
ふ
化
施
設
を
利
用
し
て
の
作

業
で
、
苦
労
や
失
敗
も
あ
り
ま
し

た
が
、佐
井
村
漁
業
研
究
会
で
は
、

今
後
は
早
い
時

期
に
放
流
が
で

き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
と
、
放

流
尾
数
を
十
万

尾
に
増
や
す
こ

と
を
目
標
に
が

ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
熱
っ
ぽ

く
語
っ
て
い
ま

し
た
。

▲ウニの放流

▼サケの放流

ウ
オ
９
ス

（

海

況

予

報

）

”
ウ
オ
ダ
ス
”
み
な
さ
ん
す
で
に

ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
近
頃

漁
業
に
従
事
し
て
い
る
方
々
に

と
っ
て
は
注
目
さ
れ
て
い
る
用
語

で
す
。

地
球
の
上
空
八
七
〇
キ
ロ
に
静

止
し
て
い
る
米
国
の
気
象
衛
星
ノ

ア
に
塔
載
し
て
あ
る
赤
外
線
放
射

温
度
計
が
感
知
し
て
、
地
球
に
送

信
し
て
く
る
も
の
を
、
東
京
の
気

蜃

庁
衛
星
セ
ン
タ
ー
が
受
信
し
、

跼
犀
叺
廴

情
報
の
迅
速
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。

海
で
生
き
る
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、
非
常
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
漁
協
、
各
支
所
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

畜
一
だ
す
”
と
覚
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
ア
メ
ダ
ス
は
天

気
予
報
、
ウ
オ
ダ
ス
は
海
況
予
報

と
考
え

る
と
よ
ろ
し
い
か
と
思
い

ま
す
。

村
で
は
、
毎
年
春
と

秋
の
二
回
季
節
保
育
所

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
五
月
十
八

囗
か
ら
六
月
十
七
日
ま

で
の
一
ヶ
月
間
、
弘
前

女
子
厚
生
学
院
か
ら
保

母
の
実
習
生
七
名
が
来

て
、
長
後
、
福
浦
、
牛

滝
地
区
の
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。ふ

だ
ん
、
集
団
生
活

に
な
れ
て
い
な
い
子
ど

も
た
ち
も
、
こ
の
間
に

歌
や
お
ゆ
う
ぎ
、
運
動

会
や
遠
足
と
楽
し

い

日
々
を
過

ご
し

ま
し

た
。子

ど
も
た
ち

は
も

う
、
秋
の
季
節
保
育
所

を
楽
し
み
に
し
て
い
る

よ
つゝ
で
す
。

▼牛滝地区 ▼福浦地区 ▼長後地区



全
国
珠
算
教
育
連
盟
主
催

（
渋
田
教
言

第
１８７

回

全

珠

連
検

定
試

験
合

格

者

２
級

石
戸

貴
広

ク

金
沢
美
智
子

３
級

柳
田

陽
子

４
級

林

韻
停

ク

樋
口
奈
央
子

４
級

鹿
島

鉄
矢

５
級

金
沢

卓

々

今
川

教
子

６
級

林

韻
綺

７
級

佐
々
木
美
加
子

７
級

三
戸
裕
紀
子

９
級

大
畑

恭
子

１０
級

品
田
多
華
子

々

石
戸

章
英

々

渋
田

育
世

今

月

の

名

言

私
は
小
学
校
の
と
き
、
成
績
は

後
ろ
か
ら
四
番
目
、
体
育
は
１
で

運
動
会
は
ビ
リ
で
し
た
。

森
下
洋
子
（
バ
レ
リ
ー
ナ
）

五
十
九
年
度
の
日
本
芸
術
院
賞

を
最
年
少
で
受
賞
し
た
森
下
洋
子

は
３６
歳
だ
が
、
三
十
四
年
間

。東

洋
の
パ
ー
ル

ー
プ
リ
マ
”
と
し
て

踊
り
続
け
て
き
た
。

公
演
回
数
が
年
百
回
、
海
外
公

演
は
年
五
十
回
以
上
、
三
時
間
あ

ま
り
の
舞
台
に
耐
え
る
筋
肉
の
強

さ
は
、
た
だ
地
道
に
毎
日
コ
ツ
コ

ツ
と
練
習
す
る
努
力
の
積
み
重
ね

か
ら
生
れ
る
。
華
麗
な
舞
台

の
陰

に
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
て
鍛
え
ら
れ
た

筋
肉

が
あ
り
、
練
習
の
タ
コ

や
つ

ぶ
れ
て
赤
黒
い
マ
メ
が
あ
る
。

「
彼
女
は
努
力
の
人
で
す
。
。天

才
と
は
努
力
な
り
”
と
い
う
な
ら

彼
女
も
天
才
の
仲
間
入
り
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が

さ
な
い
し
、
成
功
さ
せ
る
た
め
に

死
に
も
の
ぐ
る
い
に
努
力
す
る
、

そ
し
て
、
こ
ち
ら
が
意
図
す
る
以

上
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
を
加
え
て

自
分
の
も
の
に
し
て
し
ま
う
ん
で

す
」

（
松
山
梃
子
）

栄
光
の
陰
に
根
性
と
努
力
あ
り

で
あ
る
。

（
田
鎖
善
治

記
）

婦人と生涯学習

学
習
で

生
き
が
い
の
発
見
を

昭
和
六
十
年
は
「
国
連
婦
人
の

十

年
」
の
最
終
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ

れ
は
、
男
女
平

等
の
推
進
、
経
済
・

社
会
・
文
化
へ
の
婦
人
の
参
加
、
な

ど

を
世

界

的

な

規

模
で

行

う

た

め

の

期

間

と

し
て

、

昭

和
五

十
年
の
「

国

際

婦

人
年

」

を

き

っ

か
け
に
設
け

ら

れ
た
も
の
で

す
。

婦
人

の
社

会
参

加

は

ま
す

ま

す

進
む

今
日
の
婦
人
の

生
活
は
、
大
き
く

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
平

均
寿

命

が
延
び
て
、
人
生
八
十
年
と

い
わ
れ

る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
う
え
子

供
の

数
が
少
な
く
な
っ
た
た

め
に
、
子
育

て
を
終
え
て

か
ら
の
期
間
が
以
前

に

比

べ
て
ず
っ
と
長
く
な
り
ま
し
だ
。

ま
た
、
自
由
時
間
が
増
え
た
こ
と

や
、
学
歴
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
社
会
参
加
に
対
す

る
婦
人
の

意
欲
は
、
か
な
り
の
高
ま
り
を
み
せ

て

い
ま
す
。

総
理
府
の
「
婦
人

に
関

す

る
世
論
調
査
（
昭
和
五

十
九
年
）
」

に
よ
る
と
、
三
人
の
う
ち
二
人
（
六

五
％

）
が
、「
結
婚
、
出
産
後
も
継
続

し
て
勤
め
る
」
「
結
婚
や
出
産
で

一

時
期
家
庭
に
入
り
、
そ
の
後
。
再
就

職
す
る
」
と
い
っ
た
積
極
的
な
職
業

観
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

い
ま
婦
人
た
ち

ぱ
、

自
己
の
能
力

や
適
性
を
生
か
し
、
仕

事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通

し
て
充
足
感
の
あ

る
人
生
を
歩
み
始

め
て
い
ま
す
。

婦
人
の
社
会
参
加

に
対
す
る
意
欲

は
、
同
時
に
生
涯

に
わ
た
っ
て
学
習

し
よ

‘う
と
す
る
機
運

に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

学
習
は

資
質
や
能
力
を
向
上
さ
せ
る

で

は
、
婦
人
が
自
ら
の
資
質
や
能

力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
学
習
の
機

会

に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

婦
人

学
級
、
婦
人
講
座

市
町
村
で

は
、
婦
人
問
題
や
家
庭

の

生
活
設
計
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま

な
内

容
の
学
級
、
講
座
を

開
設
し
て
い
ま

す
。

昭
和
五
十
八
年
度

に
は
、
全
国

で

約
三
万
四
千
の
学
級
や
講
座
が
開

か
れ
、
百
五
十
万
人
以
上
の
婦
人
が

参
加
し
て

い
ま
し
た
。

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
目
指
す
人

の
た
め
の
講
座
で

、
毎
年
約
一
万
人

の
婦
人
が
受
講
し
て
い
ま
す
。
都
道

府
県
や
市
町
村
で

は
、
講
座
修
了
者

に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
を
紹
介

す

る
事
業

も
行

っ
て
い
ま
す
。

専
修
学
校
、
職
業
訓
練
機
関
、
社

会

通
信
教
育

仕
事
に
直
接
結
び

つ
く
、
知
識
や

技
術
の
修
得

に
は
最
適
で

す
。

大

学
、
放
送
大
学

比

較
的

高
度
な
学
習
を
必
要

と
す

る
人
は
、
大
学
を
利

用
さ
れ
た
ら
い

か
が
で

し
ょ
う
。
一
般
の
受
験
生
と

は
別
に
、
社
会
人
の

た
め
の
入
学
者

選
抜
の
制
度
を
設
け
る
大
学
が
増
え

て
き
ま
し

た
し
、
大

学
の
公
開
講
座

は
、
全
国
で

約
二
千

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
テ

≒
ビ

こ
フ
ジ

オ
を
使
っ

工

豕
庭
で

大
学
の
授
業
を
受
け
ら
れ

る
放
送
大

学
も
今
年
の
四
月
に
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
度
第

二
下
期
の
入
学
者
（
一
万
八
千
六
百

。

五
十
人
）
の
ほ

ぼ
半
数
は
婦
人
で

す
。

こ
の
よ
う
な
さ
ま

ざ
ま
な
学
習
の

機
会
は
、
生
き
が
い
の
発
見
に
大

い

に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。



沚
龠
臘
肓
紀
よ
り

第３回

む
つ
湾
一
周
駅
伝
競
走

大
会
ヘ
ス
タ
ー
ト

が
‥

今
年
度
も
、
十
月
六
日
（
旦

む
つ
湾
一
周
駅
伝
大
会
が
、
む
っ

Ｉ
青
森
間
で
行
わ
れ
ま
す
。
大
会

参
加
に
向
け
て
、
佐
井
村
実
行
委

員
会
が
六
月
十
三
日
に
開
催
さ

れ
、
参
加
体
制
等
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
の

中
で
、
我
と
思
わ
ん
方
は
、
日
ご

ろ
鍛
練
し
た
健
脚
で
参
加
し
ま

○
実
行
委
員

委
員
長

川
畑
栄
一

副

々

宮
川

忠

強
化
部
長

工
藤

太

ク

次
長

福
田

忍

ク

蒔
田
正
利

宿
泊
輸
送
部
長

松
谷
幸
一

医
事
防
疫

ク

西
谷
豊
彦

事
務
局
長

若
山
武
夫

ク

次
長

渡
辺
隆
一

監
事

辻

巾
む義

々

東
出
守
男

○
大
会
役
員

総
監
督

宮
川

忠

監
督

工
藤

太

ク

小
笠
原
忠
雄

ク

福
田

忍

了
不
Ｉ
ジ
ャ
ー

渡
辺
隆
一

コ

ー
チ

千
葉

勇

蒔
田
正
利

松
林
邦
美

村

連

合

Ｐ

Ｔ

Ａ

総

会

村
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、去
る
六
月

十
二
日
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
村
振

興
セ
ン
タ
ー
で
昭
和
６０
年
度
の
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
昭
和
５９
年
度
の
各
種

報
告
の
あ
と
、
昭
和
６０
年
度
の
事

業
計
画
と
し
て
①
各
種
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
研
修
会
へ
の
参
加
②
村
内
Ｐ
Ｔ

Ａ
研
修
会
の
開
催
③
会
報
の
発
行

④
青
少
年
健
全
育
成
佐
井
村
民
会

議
と
の
連
携
及
び
協
力
等
の
活
動

計
画

が
立
案

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
奥
本
政

志
氏
を
選
出
し
閉
会
し
ま
し
た
。

村

内

子

ど

も

会

气

育

成

者

研

Ｕ

六
月
八
日
、
九
日
の
二
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
子
ど
も
会

育
成
者
研
修
会
は
、
第
一
日
目
約

５０
名
、
二
日
目
約

４０
名
の
育
成
者

が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
加
藤
宝
（
原
田
小

教
頭
）
講
師
か
ら
子
ど
も
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
「
子
ど
も
の
た

め
の
、
子
ど
も
に
よ
る
、
子
ど
も

会
」
活
動
を
目
指
し
て
、
育
成
者

が
物
質
的
、
精
神
的
な
援
助
を
行

な
い
、
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に

活
動
で
き
る
よ
う
に
側
面
か
ら
手

を
さ
し
の
べ
よ
う
と
、
講
義

が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１６
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
「
子

ど
も
会
と
大
人
の
役
割
り
」
を
視

聴
し
、
講
義
の
内
容
を
深
め
ま
し

た
。二

日
目
は
、
小
林
孝
子
体
育
指

導
委
員
か
ら
子
ど
も
会
活
動
に
必

要
な
ゲ
ー
ム
、
ソ
ン
グ
、
レ
ク
ダ

ン
ス
等
の
実
技
講
習

が
あ
り
、
参

加
者
は
体
を
動
か
し
な
が
ら
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
際
を
学
び
ま

し
た
。
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
で

は
、
秋
ご
ろ
に
も
う
一
度
研
修
会

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

▼研修会にて
第２４回

佐井村民体育大会

と き ワ月２ 凵ヨ

ところ イ左并申グランド

第５回
函
館
・
下
北
交
流

婦
人
視
察
終
る

去
る
、
六
月
七
日
、
八
日
、
一

市
四
町
三
村
か
ら
戸
井
町
総
合
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
総
勢
七
十
余
名

の
婦
人
が
一
同
に
会
し
、
婦
人
の

活
動
状
況
、
歴
史
的
関
連
性
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
管
で
あ
る
戸
井
町
の
江
刺
家
町

長
、堀
田
連
合
婦
人
会
長
か
ら
温
い

歓
迎
の
こ
と
ば
に
つ
づ
き
、
北
川

教
育
委
員
の
戸
井
町
の
今
昔
と
講

話
が
っ
づ
き
、
夜
は
湯
の
川
で
の

交
歓
会
で
は
手
づ
く
り
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
に
原
田
地
区
婦
人
学
級

生
五
名
の
ベ
コ
餅
が
大
好
評
を
博

し
来
年
度
開
催
地
佐
井
村
で
是
非

ペ
コ
餅
づ
く
り
の
講
習
を
実
施
し

て
ほ
し
い
と
要
望
が
強
か
っ
た
。

原
田
地
区
婦
人
学
級
生
代
表
大
坂

し
ん
さ
ん
。
佐
藤
れ
ゑ
さ
ん
。
佐

藤
き
わ
さ
瓷
。
大
水
て
つ
さ
ん
。

下
山
キ
ヨ
さ
ん
。
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。

牛

滝

地

区

館

運

営

委

員

会

六
月
十
四
日
、牛
滝
地
区
館
の
運

営
委
員
会
が
開
か
れ
、
八
月
の
開

級
式
を
め
ど
に
地
区
総
合
学
級
を

開
催
す
る
よ
う
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。



第
１９

回

朝
野

球

成

績

表

六
月
十
二
日
現
在

○
打
撃
成
績

○
本
塁
打

２
号

竹
内

修
（
竹
内
）

１
号

宮
野

薫
言
Ｉ
ナ
士

１
号

片
山
浩
行
（
竹
内
）

１
号

大
石
光
範
言

Ｉ
ナ
上

大

新

緑

チ

ー

ム

二

年

連

続

ア

ベ

ッ

ク

優

勝

例
年
、
六
月
の
第
三
日
曜
日
に

開
催
さ
れ
て
い
る
町
内
対
抗
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、六
月
十
六
日
㈲

佐

井
中
学

校

グ
ラ
ン

ド
で
、
２０

チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦
が
く
り
ひ

ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

男子の部 優勝 大新緑Ｂ
▼ソフトボール大会

佐

井
村

中
央
公

民
館

俳

句

と

短

歌

教

室

俳

旬

菊
池

み
や

蛙
鵈
く
夕
べ
踊
り
の
傘
ま
わ
る

待
ち
わ
び
て
声
な
く
呼

ぶ
名
に
夜

鷹
啼
く

上
流
も
け
む
る
小
雨
の
太
宰
の
忌

浜
中

よ
ん

菖
蒲
湯
を
浴
び
て
今
宵
は
眠
り
け

衣
替
え
気
も
軽
々
と
旅
立
ち
ぬ

水
無
月
や
亡
き
人
偲
び
香
を
焚
く

川
岸
キ
ョ
子

桜
花
碑
の
文
字
影
薄
し

花
吹
雪
募
金
の
女
の
髪
か
ざ
り

山
里
や
山
椒
香
る
旅
の
朝

三
上

敏

新
緑
に
連
な
る
山
の
あ
な
た
か
な

落
ち
込
み
で
崩
れ
る
時
や
芥
子
ひ

芥
子
咲
け
ば
心
い
た
ぶ
る
糺
の
色

田
名
部
ヒ
サ

五
月
晴
㈲
戸
物
な
ら
余
露
天
商

繋
が
れ
し
駄
馬
さ
や
さ
や
と
若
葉

風俯
し
た
る
も
上
向
く
も
あ
り
落
椿

通
学
裃
昔
の
卯
木
い
ま
も
咲
き

（

マ
ナ
ス
咲
く
海
辺
に
迫
る
下
北

朧

上
山

実

を
り
び
折
り
又
振
り
だ
し
の
薮
の

中葉
桜
や
梅
次
郎
碑
を
守
り
け
り

保
安
帽
脱
ぎ
二
夏
風
も
ら
い
け
り

六
月
の
女
ら
吸
わ
れ
る
蕗
の
山

大
石
健
次
郎

文
学
書
積
み
置
く
ば
か
り
太
宰
の

忌ア
カ
シ
ヤ
の
花
搖
れ
学
び
し
も
の

茫
と

石
の
陽
に
孔
雀
蝶
伏
し
翅
ひ
ろ
げ

短

歌

若
山

悦
子

漁
夫
の
妻
魚
売
り
ゆ
く
声
高
に
海

岸
線
は
畸
形
に
ス
づ
く

ば
ま
な
す
は
去
年
の
実
を
つ
け
青

み
ゆ
き
執
念
の
ご
と
く
我
独
り
な

桜
島
の
喰
い
残
し
た
る
花
咲
け
り

今
も
貧
し
き
半
島
な
り
き

小
館

寿
彦

編
笠
と
ズ
ヨ
ク
の
若
き
僧
の
い
て

風
よ
り
ひ
く
く
経
を
佇
ち
読
む

日
を
浴
び
て
糺
に
目
の
ひ
か
り
マ

ネ
キ
ン
車
上
に
黙
し
笑
み
い
る

か
の
平
地
に
夜
鷹
の
と
べ
る
季
め

ぐ
り
故
郷
熱
く
わ
れ
の
歩
み
し

川
岸
キ
ヨ
子

根
の
張
り
し
笹
地
な
ら
し
て
苗
植

え
し
都
会
育
ち
の
鍬
心
汗
し
て

老
い
し
夫
や
す
ら
ぐ
余
生
の
菊
作

り
一
日
ひ
た
す
ら
土
を
手
に
し
て

島
野

房
子

眠
ら
れ
ぬ
幾
夜
続
き
て
寝
返
れ
ば

ひ
び
く
蛙
の
し
き
り
な
る
声

汗
流
し
豊
作
思
う
苗
植
え
に
実
り

の
秋
の
月
日
数
え
る泉

田
タ
ツ
子

病
室
の
ペ
ッ
ト
に
あ
り
て
寝
つ
か

れ
ず
窓
辺
に
夜
の
五
月
風
吹
く

病
め
る
ひ
ざ
ペ
ッ
ト
ロ
座
し
て
擦

り
お
り
そ
よ
ぐ
若
葉
を
今
日
も
眺

め
て

上
山

実

志
な
し
と
便
り
も
添
え
て
ウ
リ

ー

メ
ロ
ン
田
植
え
に
届
く
土
佐
の
孫

よ
り

大
石
健
次
郎

渓
道
の
翳
る
茂
み
に
ヤ
ブ
サ
メ
の

啼
き
声
透
り
止
む
こ
と
も
な
し

新
緑
の
か
が
や
き
う
ね
る
峰
の
果

北
国
の
雲
力
も
ち
ゆ
く

喪
服
着
し
正
座
の
女
ひ
し
ひ
し
と

耐
え
忍
ぶ
も
の
み
な
美
し
き

戦
い
を
宜
な
う
も
の
に
非
じ
し
て

わ
れ
の
軍
歌
は
青
春
挽
歌



ア

イ

ヌ

地

名

と

意

義

「
矢
越
」
が
ア
イ
ヌ
語
で
あ
る

こ
と
は
、
す
で
に
定
説
化
し
て
い

ア
イ
ヌ
語
の
権
威
、
国
語
学
者

の
金
田
一
京
助
博
士
（
昭
和
四
十

六
年
十
一
月
十
四
日
没
・
八
十
九

歳
）
は

、
そ

の

原

語

に

つ

い

て
、

ヤ

（
岡

を
）

・

ク

シ
（
通

る
）

・

イ
（
処

）

と

訳

し

、

岩

崖

の

た

め

に

、

浜

伝

い

が
で

き

ず

、

止

む

な

く

、

ヤ
（
陸

地

）

を

越
え

る

処

と

の

べ

て

い

る

。

北

海

道

と

東

北

の

ア

イ

ヌ

地

名

比

較

研

究

の
第

一

人

者

で

あ

る

、

山

田

秀

三

氏

は

、
『
こ

の

場

合

の

ヤ

は

、

磯

谷

や

釜

谷

の

場

合

の

よ

う

に

「

陸

岸

」

と

訳

し

て

は

ま

ず

い

。
「
内

陸

」

の

意

。
』

と

注

意

し

て

い

る

。

北

海

道

松

前

半

島

知

内

町

と

福

島

町

の

境

界

に

あ

る
、
「
矢

越

岬

」

も

、

全

く

同

じ

意

義

と

さ

れ

、

佐

井

村

矢

越

願

掛

岩

よ

り

も

、

ひ

と

ま

わ

り

ス

ケ

ー

ル

が
大

き

く

、

そ

の

岩

相

、

色

彩

な

ど

、

お

ど

ろ

く

ほ

ど

両

者

は

似

て

い

る

。

山

田

秀

三

先

生

は

、
「

陸

中

海

岸

（
岩

手

県

）

の

小

本

か

ら

、

二

十

何

キ

ロ

ほ

ど

北

に

矢

越
岬

が

あ

り
・・
：
：
ひ

ど

い
岩

崖

の
突

出

し

た

岬

で

あ

る

。

も

ち

ろ

ん
浜

伝

い

に

通

れ

る
地

形

で

は

な

い

。

あ

の
辺

は

ア

イ

ヌ

語

型

の

地

名

が

一

帯

に

残

っ

て

い

る
処

な

の

で

、

こ

の
矢

越
岬

も
ヤ
ク
シ
の
仲
間
な
の
で
は

な
か
ろ
う
か
」
と
推
定
し
て
い
る
。

ま
た
岩
手
県
東
磐
井
郡
室
根
村

に
「
矢
越
」

の
地
名
が
あ
る
。
海

岸
か
ら
、
か
な
り
引
込
ん
だ
内
陸

部
に
あ
る
の
が
、
気
に
な
る
し
、

興
味
を
も
っ
。

矢

に

つ

い

て

の

伝

説

北
海
道
矢
越
岬
と
佐
井
村
矢
越

願
掛
岩
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
共
通
し

か
弓
矢
の
伝
説

が
あ
る
。

北
海
道
の
も
の
は
、
源
九
郎
判

官
義
経

が
、
渡
海
の
折
に
、
濃
霧

を
吹
き
っ
け
、
航
行
進
路
を
さ
ま

た
げ
た
魔
神
に
、
矢
を
射
か
け
て

追
払
っ
た
。

永
正
年
間
（
一
五
〇
四
～
一
五

二
〇
）
に
、
相
原
季
胤
が
メ
ノ
コ

デ

ィ

ヌ
の
女
）
を
、
人
身
御
供

し
た
。

宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
～
一
七

六
三
）
に
、
荒
木
大
学
が
福
島
の

丘
か
ら
、
武
運
長
久
を
祈
り
、
放

し
た
矢
が
、
こ
の
岬
を
越
え
て
岩

に
突
き
さ
さ
っ
た
。
－

な
ど
と

伝
説
が
あ

る
。

佐
井
村
の
も
の
は
、
源
頼
義

が

尻
屋
崎
（
東
通
村
）
の
悪
鬼
を
退

治
す
る
と
き
、
そ
の
悪
鬼
は
天
変

地

異

を

お

こ

し

、

形

相

す

さ

ま

じ

く

荒

れ
狂

い
、

頼

義

軍

総

く

ず

れ

と

な

り

、

戦

う

術

も

な

か

っ

た

。

折

し

も

白

鳩

一

羽

、

忽

然

と

白

衣

の

神

人

に

化

し

て

現

わ

れ

、

神

変

の

弓

、

神

力

の

手

、

神

通

の

矢

で

も

っ

て

、

見

事

に

悪

鬼

を

射

止

め

た

。

頼

義

は

こ

れ

ぞ
氏

神

八

幡

大

神

の
加

護

と

拝

上

し

た

。
－

と

い
う

箭

根

森

八

幡

宮

縁

起

を

利

用

し

、

鬼

退

治

の

頼

義

が

、

引

き

目

の
鏑

矢

を

射

だ

の

は
、

箭

根

森

八

幡

神

の

お
告

げ

で

あ
り

、

そ

の

矢

は

勢

い

余

っ

て

飛

び

越
え

た

の

で

「

矢

越

」
、

落

ち

て

波

に

漂

着

し

た

の

が

「

磯

矢

」
（
磯

谷

）
、

佐

井

へ

の
途

中

、

原

田

で

休

息

し

た

の

で

「

腰

掛

」

な

ど

と

、

地

名

を

連

結

し

た

、

巧

み

な

ス

ト

ー

リ

ー

に

は

感

心

す

る

ば

か

り

で

あ

る
。

い

つ

の

世

に

も

、「

語

り

部

」（

か

た

り

べ
）

は

居

る

も

の
で

あ

り

、

楽

し

ま
せ

て

く

れ

る

。

菅

江

真

澄

の

矢

越

記

述

寛

政

三

年

（

一
七

九

こ

五

月

二

十

六

日

、

菅

江

真

澄

は

蝦

夷

地

白

神

崎

札

髭

か

ら
、

福

島
－

知

内

ｉ

木

古

内
－

釜

谷
－

茂

辺

地
－

上

磯
－

函

館

立

待
岬
－

谷

地

町

へ

、

昆
布
採
取
の
舟
に
便
乗
し
て
向
っ

て
い
る
。

途
中
、
フ
ク
ラ
ゲ
の
大
群
が
、

音
を
た
て
て
波
さ
わ
ぎ
、
浮
き
出

て
、
川
瀬
の
よ
う
に
沖
ま
で
続
く

様
子

や
、
福
島
沖
で
は
、
鯨
七
、

八
頭

が
ヒ
レ
を
振
り
上

げ
、
浪
を

お
こ
し
、
山
も
ゆ
ら
ぐ
ば
か
り
に

潮
吹
く
音
を
海
に
響
か
せ
て
い
る

の
を
見
た
。

・
矢
越
岬
へ
来
る
と
、
船
頭
は
木

製
の
器
に
酒
を
移
し
、
舳
に
立
て
、

神
酒
を
海
に
こ
ぼ
し
、
磯
山
の
神

に
奉
り
拝
ん
だ
。

蝦
夷
地
帰
り
の
船
は
、
ど
の
船

も
暫
く
は
帆
を
お
ろ
し
て
、
岬
に

向
っ
て
ア
イ
ヌ
の
弓
で
矢
を
放
ち
、

そ
の
安
全
を
祈
願
し
、
弓
矢
を
神

へ
の
御
供
と
し
た
。

南
部
路
佐
井
の
浦
辺
に
も
箭
越

（
や
ご
し
）
が
あ
り
、
そ
の
い
わ

れ
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
…
…
と

書
き
残
し
て
い
る
。

（
次
号
へ
続
く
）



春です。運動会の季節です

六

月
五
【
】」
を

ビ

ー
フ

ロ

、

村

内

の

各

学

校
匸

運

動

会
万

行

わ
れ

ま

し

だ

。

徒

競

走
、・
技

走

、
り

レ

し

綱

引

き

、
応

援
言

と

仟
を

流

首
児

童

生

徒

言
、

父

兄

寸
弓

さ

か

ん
口

毋

援

が

送

う
れ

、

春
の

空

言
こ

だ

ま

し

て
い

ま

し

た

。





交

通

安

全

に

お
手

伝

い
し

て

佐
井
小
二
年

し
ぶ
た
ま
さ
つ
ぐ

き
の
う
ぼ
く
は
、
交
通
安
全
の

お
手
伝

い
を
し
ま
し
た
。

町
内
の
交
通
安
全
母
の
会
の
役

員
、
中
村
さ
ん
や
田
名
部
さ
ん
、

大
勢

の
友

だ
ち

と

い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
、
道
路
に
飛
び
出
さ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
足
か
た
を
つ

け
る
手
伝
い
で
し
た
。

黄
色
の
ペ
ン
キ
と
（

ケ
、
ホ
ウ

キ
と
竹
内
鉄
工

さ
ん
か
ら
頂
い
た

足
か
た
を
も
っ
て
、
谷
地
町
の
み

ん
な
の
家
の
玄
関
前
に
、
黄
色
の

足
か
た
を
つ
け
て
あ
る
き
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
玄
関
か
ら
出
た
ら
、

黄
色
の
足
か
た
に
足
を
そ
ろ
え
て

か
ら
、
右
、
左
を
よ
く
見
て
、
車

が
來
な
い
か
良
く
確
か
め
て
道
路

に
出

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

お
手
伝
い
が
終
る
と
母
の
会
か

ら
ジ
ュ
ー
ス
を
も
ら
い
ま
し
た
。

と
っ
て
も
お
い
し
い
ジ
ュ
ー
ス
で

し
た
。
ま
た
、
お
手
伝
い
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
プ
マ

ー
ク
を
つ
け
て

佐
井
小
三
年

宮
野
奈
々
子

五
月
二
十
四
日
、
交
通
安
全
の

ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
を
、
母
の
会
の

役
員
を
し
て
い
る
お
母
さ
ん
や
私

の
弟
と
、
友
だ
ち
の
た
か
え
ち
ゃ

ん
の
お
母
さ
ん
だ
ち
と
つ
け
ま
し

た
。福

田
機
械
店
の
前
に
ス
ト
ッ
プ

マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
た
ら
、
山
崎

会
長
さ
ん
が
見
え
「
ご
く
ろ
う
さ

ん
」
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ

か

ら

た

か

え

ち
ゃ
ん
と
や
す

ひ
こ
く
ん
た
ち

も
来
て
、
み
ん

な
で
ス
ト
ッ
プ

マ
ー
ク
を
つ
け

て
歩
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
私

の
家
の
前
で
、

た
か
え
ち
ゃ
ん

が
、
車
が
来
だ

の
に
飛
び
出
そ

う
と
し
た
の
で

お
母
さ
ん
に
し
か
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
、
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
の
所

に
き
ち
ん
と
立
っ
て
、
右
、
左
を

良
く
み
て
か
ら
渡
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
帰
り
に
も
ら
っ

た
ジ
ュ
ー
ス
、
と
っ
て
も
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

飛
び
出
し

防
止
ス
ト
ッ
プ

マ

ー
ク
を
つ
け
て

佐
井
小
四
年

松
谷
比
佐
志

今
年
も
ま
た
、
ス
ト
ッ
プ
マ
ー

ク
を
つ
け
る
作
業
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。

ぼ
く
は
、
去
年
つ
け
た
マ
ー
ク

が
全
然
見
え
な
か
っ
た
の
で
心
配

し
て
い
ま
し
た
。

作
業
が
始
ま
る
と
、
近
所
で
遊

ん
で
い
た
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

た
ち
も
大
勢
集
ま
っ
て
き
ま
し

た
。
中
学
校
の
若
山
朝
く
ん
や
た

か
よ
さ
ん
、
山
口
け
ん
じ
く
ん
、

み
や
の
た
つ
や
く
ん
、
ま
さ
つ
ぐ

く
ん
そ
の
他
に
も
た
く
さ
ん
の
友

達
も
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
竹

内
鉄
工
所
か
ら
軍
手
を
頂
い
た

り
、
千
葉
商
店
か
ら
ア
メ
を
も

ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

役
場
の
前
ま
で
行
っ
た
ら
日
曜

日
だ
っ
た
の
で
だ
れ
も
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
ぼ
く
た
ち
と
母
の

会
と
で
し
っ
か
り
ス
ト
ッ
プ
マ
ー

ク
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
安
心

し
ま
し
た
。

▲ストップマーク作業

▼ストップマーク作業

臘励 。自 Ｕ合 。Ｓ
図
解 測鉛安全

自転車編

飛
び
出
す
前
に

安
全
の
確
認
を

こ
の
標
識
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は

必
ず
止
ま
ろ
う

自 転車の交通事故でいちばん多いのが

飛゙び出レ 川こよるものです。 ｜

路地など狭い道から大きい通りに出る

とき、自転車は小回り がきく ので、つい

左右の安全を確 かめずにスイツと飛び出

してし まい がちです。もし、そこへ車が

走ってきたら ……これでは、自転車の便

利さがかえっで 災い″を招いてしまっ

ているといえないでしょう か。

事故を防ぐために、ぜひ次のことを守

ってください。

「一時停止」 の標識のあるところでは

もちろん、狭い道路から広い道路に出る

ときなどは、⑤ずいったん止まって左右

の安全を確かめましょう。通り 慣れたと

ころや交通量の少ない道路でも 、いきな

り飛び出さないことです。

よた、青信号になったからといって一

気に飛び出すことも大変危険です。自分

勝手に 車゙万来ないから 大丈夫だ″など

と 決めつけないでく ださい。あなたを守

るのは、あなた自身です。劭ず止まり、

安全を確認する習慣を身につけましょう。



保

健

婦

だ

よ

り

成

人

病
教

室

を

行

い
ま

す

成
人
病
教
室
は
、
減
塩
対
策
の

一
環
と
し
て
始
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
他
に
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
栄

養
、
家
庭
で
で
き
る
看
護
法
、
体

力
テ
ス
ト
等
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も

り
こ
ん
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
年
一
回
の
実
施
で
す

か
ら
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

各地区の日程

思
春
期
の
男
の
子
を
も
つ
一
丗
へ

思
春
期
の
保
健
指
導
と
い
え
ば

女
の
子
の
初
潮
の
指
導
な
ど
を
思

い
浮
か
べ
る
人
が
ほ
と
ん
ど
で
、

男
の
子
の
事
を
思
い
浮
か
べ
る
人

は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
男
性
も

女
性
と
同
し
よ
う
に
、
発
育
の
過

程
で
思
春
期
と
い
う
関
門
を
通
る

の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
心
身
両
面
で
激

し
く
変
化
す
る
思
春
期
で
、
不
安

や
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
が
生
ず
る
の

は
当
然
の
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な

男
の
子
の
不
安
や
悩
み
の
相
談
相

手
に
な
る
の
は
父
親
が
よ
い
の
で

す
が
、
ど
う
し
て
も
子
ど
も
と
近

い
距
離
に
い
る
母
親
が
相
談
に
の

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
夊

い
の
で
す
。

し
か
し
、
母
親
は
多
く
の
場
合

夫
を
通
し
て
男
性
を
理
解
し
て
ぃ

ま
す
の
で
、
激
し
く
変
化
す
る
田

春
期
の
男
の
子
を
理
解
で
き
な
い

こ
と
が
多
く
、
し
た
が
っ
て
適
わ

な
指
導
が
で
き
に
く
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
思
春
期
の
男
の
子
ふ

全
体
像
と
具
体
的
な
問
題
に
つ
ぃ

て

ご
ソ
リ
ー
ズ
”
で
載
せ
た
い
レ

思
い
ま
す
。

母
か
ら
の
手
紙

ｍ 驚諮≒

息子へ

－

く
ん
、
今
年
に
な
っ
て
か

ら
身
長
も
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
急
に

大
人
び
て
き
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な

姿
を
み
る
と
お
母
さ
ん
は
と
て
も

う
れ
し
い
の
で
す
が
、
反
面
少
々

気
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昨

日
も
夕
食
の
あ
と
、
そ
の
こ
と
を

話
そ
う
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
食

べ
終
え

る
と
ス
ッ
ト
席
を
立
っ
て

勉
強
室

へ
入
っ

て
し

ま
っ
た

の

で
、
今
日
は
思
い
き
っ
て
手
紙
を

書
き
ま
し
た
。

－

く
ん
は
、
小
学
校
の
頃
は

何
で
も
よ
く
話
し
て
く
れ
た
の
に
、

最
近
は
め
っ
き
り
口
か
ず
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
ね
。
な
ん
だ
か
お

母

さ
ん
を
避
け
て
る
み
た
い
で
淋

し
い
気

が
し
ま
す
。
気
が
か
り
な

点
と
い
う
の
は
、
こ
の
頃
時
々
考

え

こ

ん
だ
り
、
顔

色

が
さ
え
な

か
っ
た
り
・
…

と
い
っ
た
こ
と
が

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

勉
強
は
よ
く
す
る
方
だ
か
ら
、
多

分
友
だ
ち
関
係
の
こ
と
か
ク
ラ
ブ

活
動
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、

あ
る
い
は
思
春
期
の
体
や
心

の
変

化
に
つ
い
て
の
こ
と
か
も
知

れ
ま

せ
ん
ね
。

思
春
期
は
人
生
の
大
き
な
節
だ

か
ら
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
親
身

に
な
っ
て
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る

良
い
友
だ
ち
を
も
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
で
き
れ
ば
お
母
さ
ん
も
そ

の
中
の
一
人
に
加
え
て
く
だ
さ
い
。

親
は
人
生
の
よ
き
先
輩
で
す
か
ら
。

息

子

か

ら

の

手

紙

書くという行為で

僕はやっと母から離 れた

毋 へ

お
母
さ
ん
か
ら
手
紙
を
も
ら
う

な
ん
て
変
な
感
じ
…
、
だ
け
ど
う

れ
し
か
っ
た
。
僕
も
も
う
年
頃
だ

か
ら
、
い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
り
考
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
よ
。
だ
け
ど

こ
れ
は
男
の
悩
み
で
、
お
母
さ
ん

に
は
直
接
関
係
な
い
こ
と
だ
と
思

う
の
で
話
さ
な
か
っ
た
だ
け
で
す
。

お
父
さ
ん
は
仕
事
の
関
係
で
毎

晩
お
そ
く
帰
っ
て
く
る
し
、
そ
れ

に
い
つ
も
忙
し
そ
う
に
し
て
い
る

か
ら
相
談
す
る
気
に
な
れ
な
い
わ

け
…
。
だ
か
ら
、
特
に
最
近
お
母

さ
ん
に
よ
そ
よ
そ
し
く
し
た
覚
え

は
な
い
わ
け
で
…
…
、
よ
く
い
う

ぐ
心
理
酣

離
乳
”
と

い
う
こ
と
じ
ゃ

な
い
の
・
…

だ
け
ど
、
自
分
一
人
で
考
え
て

も
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
確
か
で
す

か
ら
、
親
友
の
Ｍ
君
に
は
時
々
相

談
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
彼
に

も
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で

ど
う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
。
お
母
さ
ん
か
ら
の
手

紙
で
僕
考
え
た
ん
だ
け
ど
、
話
し

に
く
い
こ
と
は
こ
れ
か
ら
手
紙
で

渡
し
ま
す
か
ら
、
お
父
さ
ん
に
も

聞
い
て
下
さ
い
。

そ
こ
で
最
近
悩
ん
で
い
る
こ
と

を
一

つ
書
き
ま
す
。
そ
れ
は
男
な

の
に
お
乳
の
黒
い
と
こ

ろ
が
少
し

ふ
く
ら
ん
で
き
た
こ
と
で
す
。
こ

ん
な
こ
と
っ
て
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
こ
と
は
Ｍ
君
に
も
言
っ

て
い
ま
せ
ん
。

七
月
の
事
業

３
日
両
佐
井
地
区
成
人
病
教
室
１０
日
・
１７
日
・
２４
日
塩
分
測
定
１９
日
股
脱
検
診
（
午
後
一
時
・
大
間
病
院
）
２５
日
乳
児
こ

歳
半
児
健
康
相
談
・
離
乳
食
調
理
実
習



「
税

務

だ

よ

り

所

得

税

第

一

期

分

の

納

税

は

七

月

三

十

一

日

ま

で

七
月
は
、
所
得
税
の
予
定
納
税

第
一
期
分
の
納
税
を
す
る
月
で
す
。

所
得
税
は
、
七
月
（
第
一
期
分
）

と
十
一
月
（
第
二
期
分
）
に
予
定

納
税
を
し
、
翌
年
の
確
定
申
告
で

精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
期
分
の
納
税
は
七
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

納
税

は
期
限
内

に
済

ま
せ

ま

税

の

相

談

は

税

務

相

談

室

へ

税

の
相
談
は
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
で
お
気
軽
に
／

税
務
相
談
室
青
森
分
室

ａ
（
○
一
七
七
）
二
三

－

二
三
七
九

税

に

関

す

る

高

校

生

の

作

文

募

集

国
税
庁
で
は
、
高
校
生
の
み
な

さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
は
、
税
に
つ
い
て
日
頃

考
え
て
い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、

税
に
関
す

る
も
の
で
あ
れ
ば
何
で

も
結
構
で
す
。

作
文
は
、
一
人
一
編
。
三
千
字

以
内
で
、
九
月
五
日
市
ま
で
に
最

寄
り
の
税
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
さ
れ
た
作
文
の
う
ち

優
秀
な
も
の
に
は
、
国
税
庁
長
官

賞
や
仙
台
国
税
局
長
賞
な
ど
が
贈

ら
れ
ま
す
。

高
校
生
の
み
な
さ
ん
、
奮
っ
て
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

国

民

年

金

制

度

が

改

正

さ

れ

ま
し

た

人
口
老
齢
化
が
急
速
に
進
む
な

か
で
、
公
的
年
金
が
長
期
的
に
安

定
し
た
制
度
で
あ
る
た
め
に
、
国

民
年
金
法
等
の
改
正
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
制
度
が
で

き
て
初
の
大
改
革
と
な
り
、
来
年

四
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

そ
の
内
容
の
柱
は
、
給
付
の
調

整
を
図
り
、
保
険
料
の
過
重
な
負

担
を
さ
け
る
も
の
で
、
厚
生
年
金

に
入
っ
て
い
る
人
や
、
サ
ラ
リ
ー

フ

ノ
の
妻
も
国
民
年
金
の
強
制
加

入
者
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
共
通
の
基
礎
年
金
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
婦
人
の

年
金
権
の
確
保
や
障
害
年
金
等
の

充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

福
祉

年

金

を

受

け
て

い
る

方

証

書
の

提

出

を

お

忘

れ

な

く

老
齢
福
祉
年
金
や
障
害
福
祉
年

金
な
ど
を
受
け
て
い
る
人

が
、
そ

の
国
民
年
金
証
書
を
提
出
す
る
時

期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

毎
年
八
月
に
は
、
向
こ
う
一
年

間
の
福
祉
年
金
の
支
給
額
を
、
本

人
や
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得

に
よ
っ
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

指
定
の
郵
便
局
で
八
月
期
分
の

支
払
を
受
け
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国

民
年
令
証
書
を
役
場
民
生
相
談
課

国
民
年
金
の
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

も
し
、
こ
れ
を
忘
れ
た
り
、
提

出
が
遅
れ
た
り
し
ま
す
と
、
十
二

月
期
の
支
払
に
間
に
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

◇
緑
の
オ
ー
ナ
ー
制
度
（
国
有
林

の
分
収
育
林
）

は

・
国
土
の
緑
化

に
積
極
的
に
参
加

し
た
い
。

・
お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
に
緑
の

資
産
と
し
て
残
し
て
あ
げ
た
い
。

・
故
郷
に
つ
な
が
り
を
持
ち
た
い
。

・
豊
か
な
緑
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
た
い
。

・
緑
を
通
じ
て
ロ
マ
ン
と
夢
を
持

ち
た
い
。

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
と
要

望
に
お
応
え
で
き
る
制
度
で
す
。

◇
緑
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
皆
様
と
国

有
林
（
営
林
署
）
の
間
で
、
植
え

て
か
ら
二
十
上

二
十
年
生
の
杉
人

工
林
に
つ
い
て
、
共
同
で
育
て
る

契
約
を
結
び
ま
す
。

◇
希
望
す
る
方
は
、
一
口
当
た
り

五
十
万
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
き

森
林
の
共
有
者
と
な
り
ま
す
。

◇
契
約
で
定
め
た
時
期
に
、
立
木

を
販
売
し
て
、
そ
の
収
益
の
分
配

を
受
け
ま
す
。

分
収
の
分
配
は
、
一
口
で
お
お

む
ね
百
平
方
メ
ー
ト
ル
（
三
十
坪
）

の
木
造
二
階
建
住
宅
に
使
わ
れ
る

木
材
に
相
当
す
る
収
益
を
受
け
取

っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

◇
募
集
期
間
は
七
月
末
日
ま
で
で

す
。

◇
詳
し
く
は
、
佐
井
営
林
署
庶
務

課
（
霓
二
八
－

二
二
一

二

に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。



う
っ
と
う
し
い
梅
雨

も
あ
け
、

ま
も
な
く
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

最
も
楽
し
い
夏
休
み
が
や
っ
て
き

ま
す
。
暑
さ
が
増
す
に
つ
れ
、
涼

を
求
め
て
海
や
川
に
出
か
け
る
機

会
も
多
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

伴
っ
て
心
配

さ
れ
る
の
が
水
死
事

故
で
す
。

昨
年
、
県
内
で
は
七
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
の
夏
の
間
に
十
七
人

が
水
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
年
間
の
水
死
者
の
四
三
％

を
占

め
、

極
め
て

高

い
比

率
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
中
学

生
以
下

の
子
ど
も
の
水
死
者
は
、

・
海
で
水
泳
中
が
四
人

・
用
水
ぜ
き
で
水
遊
び
中
が
一
人

の
計
五
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
保
護
者
や
周

り
の
大
人
た
ち
が
も
う
少
し
気
を

つ
け
て
い
た
ら
防
げ
だ
の
で
は
な

い
か
と
悔
ま
れ
る
事
故
で
す
。

こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
水
死
事

故
を
防
止
す
る
た
め
に
、
警
察
で

は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
危
険

箇
所
の
総
点
険
を
行
い
、
特
に
危

険
と
認
め
ら
れ
る
場
所
に
は
、
施

設
の
管
理
者
な
ど
を
通
じ
て
立
看

板
や
防
護
柵
を
設
置
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
ま
す
。

村
民
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の
夏

水
の
犠
牲
者
を
一
人
も
出
さ
な
い

よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ

・
保
護
者
は
幼
児
か
ら
目
を
離
さ

な
い
。

毎
年
、
保
護
者
が
ち
ょ
っ
と
目

を
離
し
た
す
き
に
、
幼
児
が
池
や

用
水

ぜ
き
に
落
ち
て
死
亡
す
る
と

い
う
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

幼
児

が
外
に
出
る
と
き
は
必
ず
大

人
が
同
伴
し
、
片
時
も
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
水
泳
に
は
大
人
も
同
伴
を
。

暑
さ
と
夏
休
み
の
解
放
感
か
ら

海
で
の
水
遊
び
は
予
想
外
の
事
故

を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
の
水
泳
や
水
遊
び
に
は
必
ず
大

人
が
同
伴
し
ま
し
ょ
う
。

・
危
険
な
場
所
で
の
水
遊
び
や
魚

釣
り
に
は
一
声
注
意
を
。

小

さ
い
子
ど
も
は
危
険
に
対
す

る
判
断
が
で
き
ま
せ
ん
。
危
険
な

場
所
で
遊
ん
で
い
る
子

ど
も
を
見

た
ら
、
一
声
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
泳
ぐ
前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を

し
、

い
き
な
り
水
に
入
ら
ず
、
十

分
準

備
運

動
を
行
っ
て
入

り
ま

歳時 記｜

夏 期 講 習

『
も
し

も
し
、
夏

期
講

習
に
つ

い

て

う
か
が

い
た

い
の
で

す
が
』

『
は
い
、

何
年
生

の
コ

ー
ス
で

す

か
』

『
あ
の
…

…
大

学
受
験

の
講

習
な

ん

で

す
け

ど
』

『
で

す

か
ら
、

高
一
、

高
二
、

高

三
コ
ー

ス
が

あ
る
ん
で

す
よ

』

あ

る
大
学
受

験
予
備

校

に
電
話

を
し

た
と
こ

ろ
、

高
一
コ
ー

ス
ま
で

あ
る

と
聞

い
て

び
っ

く
り
。

続
い
て

申
し

込
み

の

方
法
は

と
い

う
と
。

『
そ

の
年
に
よ

っ
て
違

い
ま

す
け

ど
、

あ

ま
り

並
ぶ

と
整

理
券

を
出
す

こ
と
が

あ
り

ま

す
。

三
日

も
四
日

も
前

か
ら

並
ぶ

方
も
お

り
ま

す
の
で
』

な

か
に
は
、

夏
期

講
習

の

間
だ

け
大
都

市
の

旅
館

な
ど

に
泊

ま
り
こ

み
で

勉
強

す
る

学
生

も
い

る
そ
う
で

す
。

こ
ん
な
極
端
な
例
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
も
か
く
受
験

の
た
め
の
夏
期
講
習
は
大
変
な
過

熱
ぶ
り
。
受
験
生
の
間
で
は

。
夏

が
終
盤
戦
″
と
い
わ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

夏
期
講
習
の
起
こ
り
は
、
欧
米

の
大
学
で
、
夏
に
一
般
の
人
に
開

放
す
る
講
座
を
開
い
た
こ
と
に
端

を
発
す
る
よ
う
で
す
。
日
本
で
は
、

も
と
も
と
教
員
の
た
め
の
講
習
や
、

学
生
の
単
位
取
得
の
た
め
の
補
習

の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
最
近

は
夏
期
講
習
と
言
え
ば
受
験
生
一

色
と
い
う
感
じ
で
す
。

一
方
、
夏
は
青
少
年
が
非
行
に

陥
り
が
ち
な
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り

ま
す
。そ
こ
で
、
毎
年
七
月
一
日
～

三
十
一
日
ま
で
『
青
少
年
を

非
行
か
ら
守
る
全
国
強
調
月

間
』
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年

の
重
点
目
標
は
次
の
三
点
で

す
。

【
、
国
民
の
非
行
防
止
意
識

の
高
揚

二
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
の
浄
化

三
、
地
域
活
動
の
促
進
な
ど

に
よ
る
非
行
防
止

地
域
の
人
が
力
を
合
わ
せ

て
、
次
代
を
担
う
青
少
年
を

非
行
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。



サ

ラ

金

一

一
〇

番

テ

レ

ホ
ン

サ

ー

ビ

ス

ａ

む

っ

二

三
Ｉ

四

七

四

〇

む
っ
下
北
地
域
の
サ
ラ
金
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
被
害
者
、
消
費
者
に

対
し
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
を
通

じ
て
被
害
予
防
、
救
済
に
必
要
な

ホ
ッ
ト
な
情
報
を
提
供
し
、
あ
わ

せ
て
全
国
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金

問
題
対
策
協
議
会
、
全
国
サ
ラ
金

被
害
者
協
議
会
の
サ
ラ
金
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
問
題
に
関
す
る
意
見
を
マ

ス
コ
ミ
や
住
民
に
的
確
に
伝
達
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
サ
ラ
金

一
一
〇
番
を
開
設
し
ま
し
た
。

サ
ラ
金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
で
お

悩
み
の
方
、
ご
利
用
を
お
ま
ち
し

て
い
ま
す
。

警

察

官

㈱

、

交

通

巡

視

員

採

用

試

験

の

お

し

加

せ
ノ

受
験
資
格

ｓ

３３
・
４
・
２
か
ら

（
警
察
官

ｓ

４３
・
４
・
１
ま
で

㈲
）

に
生
ま
れ
た
男
子

（
交
通
巡

ｓ

３７
・
４
・
２
か
ら

視
員
）

ｓ

４３
・
４
・
１

ま
で

に
生
ま
れ
た
女
子

申
込
受
付

ｓ

６０
・
８
・
２６
か
ら

期

間

ｓ

６０

’
９

’
１４

ま
で

申

込

先

最
寄
り
の
各
警
察
署

一
次
試
験

ｓ

６０
・
１０
・
１３

二
次
試
験

ｓ

６０
・
１１
・
２９

問
合
せ
先

青
森
県
人
事
委
員
会

事
務
局

職
員
課
任

用
係

昔
○
一
七
七
（
二
二
）
一
一
一
一

内
線

五
三
一
五

昭

和

六

十

年

度

砂
利

採

取

業

務

主

任

者

試

験

日

時

七
月
三
十
一
日
圉

午
前
十
時
～
十
二
時

場

所

青
森
銀
行
新
町
支
店

四
階
会
議
室

受
験
願
書

七
月
一
日
か
ら

受
付
期
間

七
月
二
〇
日
ま
で

提

出

先

青
森
市
長
島
二

上

青
森
県
商
工
労
働
部

鉱
政
保
安
課

受
験
手
数
料

四
、
四
〇
〇
円

問

い
合
せ
先

青
森
県
商
工
労
働
部
鉱
政
保
安
課

昔
○
一
七
七
（
三

一
）

一
一
一
一

破損したコンセントや

コード はすぐ修理を ／

こわれたコンセントや、いたんだコードは感

電のもとです
Ｏ電気工事店に頼んで取り替え

ましよう。

助東北電気保安協会

防 ご う 非 行

助 け よ う 立 ち 直 り

－ ７月は

「社会を明るく する運動」月間で雉

「社会 を明るく する 運 動」は 、木つ

たし た ち皆 が、 犯罪の防 止と 罪を

犯し た 人瓧ち の更生 に ついて 理解

を 深め 、そ れぞ れの立 場から 犯罪

や 非行 のない 明るい 社 会を築こ う

と する 運動 です。

根
戸
内

和
歌
子
ち
ゃ
ん

（春良・美津子）
矢 越

福

田

奈
津
子
ち
ゃ
ん

（秋雄・紀代子）
磯 谷

戸籍の窓口
６月１４日現在

○ お 誕 生 お め で と う

舘脇 豊（貞夫）矢 越

川越 尚道（智哉）古佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

（ 森田 利彦 東京都

辻 永子 大佐井
（ 工藤 誠 川 目

七島 良恵 大間町
丿齊藤 清治 五所川原市

高橋美喜子 牛 滝
山囗 敏 四日市市

加藤 都子 原 田

● おくやみ申し上げま す

紀伊 つな（政雄）古佐井
東出 きせ（慶吉）大佐井

５月３１日現在人口（前月比）

男 ２，０４６ （士Ｏ）

女 ２，０３６ （・＋２）

計 ４，０８２ （＋２）

世帯数 １，１３８ （土Ｏ）
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